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各教科等、学校の教育活動全体

で道徳教育を充実させるために

は、全体計画の役割が重視され

ますね？ 

道徳教育をどのように進めるのか 

道徳教育は、「道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行うもの」 

■ 道徳科の道徳教育における中核的な役割や性格を明確化 
■ 道徳教育は、道徳科だけで行うものではないことを確認 

 

道徳教育は、 道徳科だけで

行うものではないんだね！  

 
 

各教科でも、外国語活動でも、
総合的な学習の時間でも、特別
活動でも行います！ 

 

 

 

学習指導要領の各教科等でも

道徳教育の充実が示されてい

るのでしょうか？ 

学習指導要領の 

指導計画の作成と内容の取扱い

に明確に示されましたよ！ 

「第２章各教科」の第１節から第 10節、「第４章外国語活動」、「第５章 総合的な学習の時間」、 

「第６章 特別活動」の  ｢第３ 指導計画の作成と内容の取扱い｣ 

第１章総則の第１の２及び第３章特別の教科道徳の第２に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科

などとの関連を考慮しながら，第３章道徳の第２に示す内容について，○○の特質に応じて適切

な指導をすること。 

道徳科以外で、いつ、どのよう

に道徳教育を行うのかを明らか

にする必要があります！ 

第３章道徳  第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

道徳教育の全体計画の作成に当たっては， 

児童や学校，地域の実態を考慮して， 

学校の道徳教育の重点目標を設定するとともに，道徳科の指導方針， 

第３章特別の教科道徳の第２に示す内容との関連を踏まえた 

各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動における 

指導の内容及び時期並びに家庭や地域社会との連携の方法を示すこと。 

道徳教育マネジメント  

－道徳科の特質を生かした指導と評価－ 赤堀 博行 
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〈参考にすべき事項〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動全体を通じて行う道徳教育の進め方 

学校の教育活動全体を通して行う道徳教育は、総則に示されている目標を目指して行う。 

① 各学校の具体的な道徳教育の重点目標を設定する 

教育関係法規の規定，時代や社会の要請や課題， 

教育行政の重点施策， 

学校や地域の実態と課題，教職員や保護者の願い，

子どもの実態と課題 

目指す子ども像を 

明らかにすることが 

大切です！ 

② 道徳教育の重点目標のポイントを明確にする 

 

例）相手のことを思いやり、しっかりとした規範意識をもった人間に育ってほしい 

例）「思いやり」、「規範意識」 

③ 道徳教育の重点目標のポイントに関わる道徳の内容を明確にする 

例）B 親切、思いやり C 規則の尊重 

④ 当該の道徳の内容に関わる道徳科以外の指導を明確にする 

  
    

⑤ 道徳科以外の指導の内容及び時期を明確にする （例：一覧表） 

 

 ⑥ 重点以外の道徳科以外の指導の内容及

び時期を明確にする （例：一覧表） 

 

学校の教育活動全体を通して行う道

徳教育の内容や進め方は、学校の実

情によって違います！ 
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学校としてどのような児童生徒を育成するのかを明らかにする 

■ 教育関係法規の規定，時代や社会の要請や課題，教育行政の重点施策 

■ 学校や地域の実態と課題，教職員や保護者の願い 

■ 児童生徒の実態と課題 

 基本的把握事項 

■ 教育基本法、学校教育法、思いやりあふれる○○県、など 
■ 核家族が多い、地域コミュニティが発展途上 
■ 人との豊かな関わりをもたせたい、思いやりの心を育みたい 

学校の教育目標 

豊かな創造力や実践力をもち人間性豊かな子供を

育てる 

○ 進んで学ぶ子ども 
○ 思いやりがあり助け合う子ども 
○ がんばりぬく子ども 

道徳教育の重点目標 

人間尊重の精神を基盤として、他者

との関わりの中で、思いやりの心を

もち助け合おうとする態度を育てる。 

道徳教育の重点目標を明確にする 

■ 基本的把握事項、学校の教育目標との整合性を図る 

道徳教育の重点目標のポイントを明確にする 

■ 道徳の内容との関わりを明らかにする。 

相手のことを考えて思いやりのある行動

ができるようにする 

■ 道徳の内容 ：B 親切、思いやり 

 

各学年の指導の重点を明らかにする 

 

○道徳科の特質を生かして、子どもが自分
との関わりで道徳的価値について考えら
れるような授業を展開する 

○各学年ともに「親切、思いやり」を重点と
して授業を創造する。 

道徳科の方針を明確にする 

年間指導計画を作成する際の観点や重点目標にか

かわる内容の指導の工夫，校長や教頭等の参加，

他の教師との協力的な指導等を記述。 

道徳科の年間指導計画 道徳教育の全体計画 別葉 

道徳科以外の指導で、どのような場面で

どのように「親切、思いやり」の指導をする

のかを検討する。 

（指導の方針、内容及び時期） 

 

学校の全教職員が協力し

て、学校の道徳教育の重

点に関わる具体的な道徳

指導を検討しましょう！ 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 道徳教育と各教科の目標，内容及び教材との関わり 

■ 各教科等の目標や内容には，子どもの道徳性の育成に関係の深い事柄が直接，間

接に含まれている。 

■ 各教科等において道徳教育を適切に行うためには，まず，それぞれの特質に応じ

て道徳教育に関わる側面を明確に把握する必要がある。 

■ それらに含まれる道徳的価値を意識しながら指導することで，道徳教育の効果も

一層高めることができる。 

 

(2) 学習活動や学習態度への配慮 

■ 各教科等では，それぞれの学習場面で活動への取組の姿勢が育まれ学習態度や学

習習慣が育てられていく。 

■ 子どもが伸び伸びとかつ真剣に学習に打ち込めるよう留意し，学級の雰囲気や人

間関係に思いやりがあり，自主的かつ協力的なものになるよう配慮する。 

■ 学習態度の習慣化が必要になる 

・ 話合いの中で自分の考えをしっかりと発表し、友達の意見に耳を傾けること 

・ 各自で，あるいは協同して課題に最後まで取り組むこと 

⇒ 各教科等の学習効果を高めるとともに，望ましい道徳性を育てることにもなる。 

 (3) 教師の態度や行動による感化 

■ 教師の言葉や子どもへの接し方などは，子どもの道徳性が養われるよりよい学級

の雰囲気や環境をつくるとともに子どもの人格の形成に直接，間接に影響をもつ。 

■ 教師の授業に臨む姿勢や熱意は，授業中の様々な態度や行動となって現れる。 

⇒ 子どもの態度や行動にも反映し，学級の雰囲気をつくる。 

例 ・ 真理を学ぶことへの姿勢は，教師の姿から学ばれることが多い。 

⇒ 教師の探究心や真理に対する謙虚さが，子どもの実践意欲を触発するからであ

る。 

★ 教師は，授業内容の指導に力を入れると同時に，道徳の目標や内容に示されてい

る精神を自らが授業の中で実践するよう心掛ける必要がある。 

 

 

各教科等の指導を通じて道徳性を養うための視点 
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学校における道徳教育の全体像 

 

学校の教育活動全体を通して行う道徳教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

● 週１時間の授業で 
● 子どもが将来で会うであろう
様々な場面で主体的に道徳的
な行為ができるように 

● 即効性を求めない 

国  語 
国語を尊重する態度を養い、
相手の気持ちを考えて適切
に伝え合う力を高める。 

社  会 
社会生活への理解と我が国
の伝統文化を尊重する態
度、国際協調の精神を養う。 

生  活 
身近な人や社会、自然とのかか
わりをとおして自立心を養う。 

算  数 
筋道を立てて考え、合理的
な生活をしようとする態度
を育てる。 

理  科 
自然を大切にしようとする
態度及び生命を尊重しよう
とする態度を育てる。 

体  育 
健康の保持増進と体力の向上を図り豊かな生
活を営もうとする態度を育てる。 

家  庭 
家族の一員として生活を豊かに
しようとする態度を育てる。 

音  楽 
音楽活動をとおして豊か

な感性を養う。 

図画工作 
造形活動をとおして豊か

な情操を養う。 

総合的な学習の時間 
自己を振り返り、自

分らしさを生かそ

うとする態度を育

てる。 

特別活動 
望ましい集団活動をとおし
て、個性の伸長を図り、集
団の一員として自覚を高
める。 

     

日常の生徒指導をとおして 

●子どもが登校してから下校するまで 
●プラス面をよりプラスに、マイナス面をプラスに 
●即効性を求める 

 

外国語活動 
積極的にコミュニ
ケーションを図ろ
うとする態度を
育成する。 

道徳科 

 
いじめを例に 

 
 

いじめはやめなさい！ 

いじめをやめさせる指導 

親切 寛容 誠実 節度 
友情 自由、規律

親切 

公正、公平 

鉄は熱いうちに打て 

急がば回れ 

主として実践の指導 内面の育成 

 
いじめをしない資

質を育てる指導 

公徳心 

相手のことを考えて親切にしたことは
ありますか？ 

外国語 
他者を配慮し受け入れる寛容な
精神を育てる。 
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道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ 

第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳

性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ， 

物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考

えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

子どもが将来，様々な問題場面に出会った際に，その状況に応じて自己の生き方を考え， 

主体的な判断に基づいて道徳的実践を行うために道徳的価値の意義やその大切さの理解が必要 

道徳的価値 

■よりよく生きるために必要とされるもの ■人間としての在り方や生き方の礎となるもの 
学校教育では，これらのうち発達の段階を考慮して，子ども一人一人が道徳的価値観を形成する上で必
要なものを内容項目として取り上げている 

道徳的価値の理解 
■ 人間としてよりよく生きる上で大切なことであると理解すること （価値理解） 

■ 大切であってもなかなか実現することができない人間の弱さなども理解すること （人間理解） 

■ 道徳的価値を実現したり，実現できなかったりする場合の考え方、感じ方は多様であるということを理解すること 
                               (他者理解) 

道徳的価値が人間らしさを表すものであることに気付き，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深めていく
ようにする。 

■ 道徳的価値の理解のための指導をどう行うかは，授業者の意図や工夫による 
■ 自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うには，道徳的価値に
ついて理解する学習は不可欠 

■ 道徳的価値の理解を図るには，子ども一人一人がこれらの理解を自分との関わりで捉えることが重要 
■ 人間としてよりよく生きる上で大切な道徳的価値を自分事として考えたり感じたりすることが大切 
 

× 特定の道徳的価値の絶対視   × 道徳的価値のよさや大切さの観念的な理解 

児童が道徳的価値を実感を伴って理解できるようにすることが重要 

自己を見つめる 

これまでの自分の経験やそのときの考え方，感じ方と照らし合わせながら，更に考えを深めること 

 

■ 自己を見つめる学習を通して，子どもは，道徳的価値の理解と同時に自己理解を深める 

■ 子ども自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたり

することができるようになる 

■ 道徳科の指導では，子どもが道徳的価値を基に自己を見つめることができるような学習を通して，道徳性

を養うことの意義について，子ども自らが考え，理解できるようにすることが大切 

■ 道徳的価値を含んだ事象や自分自身の体験などを通した，そのよさや意義，困難さ，多様さなどの理解 
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物事を（広い視野から）多面的・多角的に考える 

道徳性を養うためには 

・子どもが多様な考え方や感じ方に接することが大切 

・多様な価値観の存在を前提にして，他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面

的・多角的に考えることが求められる 

物事を多面的・多角的に考える学習 

子どもは，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深め，更に自分で考えを深め，判断し，

表現する力などを育む 

 

→ 道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えるという道徳的価

値の自覚を深める過程で，道徳的価値を自分なりに発展させていくことへの思いや課題が培

われる。 

→ その中で，自己や社会の未来に夢や希望がもてるようにすることが大切 

 

■ 物事を一面的に捉えるのではなく，子ども自らが道徳的価値の理解を基に考え，様々な視

点から物事を理解し，主体的に学習に取り組むことができるようにすることが大切 

 

例）発達の段階に応じて二つの概念が互いに矛盾，対立しているという二項対立の物事を取り

扱うなど，物事を多面的・多角的に考えることができるよう指導上の工夫をすることも大切 

 

 

第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳

性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ， 

物事を多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考えを深める学習を

通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。（中学校；広い視野から） 

例 
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自己の（人間としての）生き方についての考えを深める 

■ 子どもは，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの道徳的価値の自覚を深める過程で同時

に自己の生き方についての考えを深めているが，特にそのことを強く意識させることが重要 

■ 子どもが道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えることを通して

形成された道徳的価値観を基盤として，自己の生き方についての考えを深めていくことができるよ

うにすることが大切 

■ 道徳的価値の理解を自分との関わりで深めたり，自分自身の体験やそれに伴う考え方や感じ方な

どを確かに想起したりすることができるようにするなど特に自己の生き方についての考えを深める

ことを強く意識して指導することが重要 

■ 子どもが道徳的価値に関わる事象を自分自身の問題として受け止められるようにする 

■ 他者の多様な考え方や感じ方に触れることで身近な集団の中で自分の特徴などを知り， 

伸ばしたい自己を深く見つめられるようにする 

■ これからの生き方の課題を考え，それを自己の生き方、人間としての生き方として実現していこう

とする思いや願いを深めることができるようにする  

道徳科では，自己の生き方についての考えを深める学習を，子どもの実態に応じて計画的になされ

るように様々に指導を工夫することが必要 

× 教師の一方的な押し付け 

× 単なる生活経験の話合い 

などに終始しないように特に留意し，相応の指導の計画や方法を講じ， 

指導の効果を高める工夫をすることが大切 

 

■ 長期的展望と綿密な計画に基づいた丹念な指導がなされ， 

道徳的実践につなげていくことができるようにすることが求められる 

第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う

ため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ， 

物事を多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考えを深める学習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。（中学校；広い視野から） 

 

■ 人間としての生き方：人間は，自らの生きる意味や自己の存在価値に関わることについては，全

人格をかけて取り組むものである。人としてよりよく生きる上で大切なものは何か，自分はどのよ

うに生きるべきかなどについて，時には悩み，葛藤しつつ，生徒自身が，自己を見つめ，「人間と

しての生き方を考える」ことによって，真に自らの生き方を育んでいくことが可能となる 

人間としての生き方についての考えを深める 
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道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 道徳的判断力 

それぞれの場面において善悪を判断する能力。人間として生きるために道徳的価値が大
切なことを理解し，様々な状況下で人間としてどのように対処することが望まれるかを判
断する力。的確な道徳的判断力をもつことによって，それぞれの場面において機に応じた
道徳的行為が可能になる。 

 

□ 道徳的心情 

道徳的価値の大切さを感じ取り，善を行うことを喜び，悪を憎む感情。人間としてのよ
りよい生き方や善を志向する感情。道徳的行為への動機として強く作用するもの。 

 

□ 道徳的実践意欲と態度 

道徳的心情や道徳的判断力によって価値があるとされた行動をとろうとする傾向性 

・ 道徳的実践意欲 

道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現しようとする意志の働き 

・ 道徳的態度， 

道徳的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的な道徳的行為への身構え 

 

道徳性の諸様相には，特に序列や段階があるということではない。一人一人の児童が道徳

的価値を自覚し，自己の生き方についての考えを深め，日常生活や今後出会うであろう様々

な場面，状況において，道徳的価値を実現するための適切な行為を主体的に選択し，実践す

ることができるような内面的資質を意味している。 
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① 問題解決的な学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 道徳的行為に関する体験的な学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み物教材等の活用 

■ その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技して考える役割演技など 

疑似体験的な表現活動を取り入れた学習 

 

■ 単に体験的行為や活動そのものを目的とするのではなく，体験的行為などを通じて学んだ内

容から道徳的価値の意義などについて考えを深めるようにすることが重要 

 

■実際に挨拶や丁寧な言葉遣いなど具体 的な道徳的行為をして， 

礼儀のよさや作法の難しさなどを考える 

■相手に思いやりのある言葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを 

深めたりする 

多様な方法を取り入れた指導 

児童（生徒）の発達の段階や特性等を考慮し，指導のねらいに即して，問題解決的な学習，道徳

的行為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど，指導方法を工夫すること。その際，そ

れらの活動を通じて学んだ内容の意義などについて考えることができるようにすること。また，

特別活動等における多様な実践活動や体験活動も道徳科の授業に生かすようにすること。 

道徳科における問題 → 道徳的価値に根差した問題（単なる日常生活の諸事象ではない。） 

■ 問題意識をもって学習に臨み，ねらいとする道徳的価値を追求し，多様な考え方や感じ方を基

に学べるようにするためには，指導方法の工夫が大切 

➡○ 自分の体験やそれに伴う考え方や感じ方を基に自分なりの考えをもち，友達との話合いを

通して道徳的価値のよさや難しさを確かめるような問題解決的な学習が考えられる 

  ○ 教師と子ども，子ども相互の話合いが十分に行われることが大切， 

教師の発問の仕方の工夫などが重要 

  ○ 話合いでは学習形態を工夫することもでき，一斉による学習だけでなく， 

ペアや少人数グループなどでの学習も有効 

■ 問題解決的な学習を行う場合には，その課題を自分との関わりで見つめたときに，自分にはどのような

よさがあるのか，どのような改善すべきことがあるのかなどを，考え，話し合うことを通して， 

子ども一人一人が課題に対する答えを導き出すことが大切。 

■ 話し合う場面を設定すること，ペアや少人数グループなどでの学習を導入することが目的化してしまう

ことがないよう指導の意図に即して，取り入れられる手法が適切か否かをしっかり吟味する必要がある 

① ② 
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■ 道徳科の評価の基本的態度 

◇ 児童生徒の成長の様子を把握することを基本。数値評価を行わないことは従前と同様。 

 

 

 

 
 

道徳科のねらいは道徳性を養うことであるが、道徳性が養われたか否かは，容易に判断できない。 

 

道徳性を養うべく指導を行った以上、その指導について子どもたちがどうであったのかを評価を行

うことは必要不可欠 

 

道徳性を養うための学習活動を行う道徳科の指導では、その学習状況や成長の様子を適切に把握

して評価することが求められる 

 

 

道徳科における子どもの学習状況を把握するためには、 

授業者が授業で一定の道徳的価値についてどのように考えさせるのか、明確な指導観をもって授

業を構想することが重要 
 

子どもたちにとっては何をどのように考えるのか、これが具体的な学習であり、この学習の有り

様が学習状況ということ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況や道徳性に係る成長の様子の継続的な把握 

学習状況の把握 

  

（新）児童（生徒） の学習状況や道徳性に係

る成長の様子を継続的に把握し，指導に生

かすよう努める必要がある。ただし，数値な

どによる評価は行わないものとする。 

（旧）児童（生徒）の道徳性については，常にそ

の実態を把握して指導に生かすよう努める必要

がある。ただし，道徳の時間に関して数値など

による評価は行わないものとする。 

 

 

子どもの目標に対する実現状況    を 

評価するのではなく、目標に向けてどのよ

うに学習したかという学習状況     

を把握することが求められる。 



12 

 

授業者が期待する学習についてその状況を把握することが大前提であるが、これに加えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳性の成長の様子ではない。 

道徳性を養うために行う学習の様子がどのように成長しているのかを把握するということ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 道徳性に係る成長の様子を把握するためには 

１時間１時間の授業を着実に積み上げ、学習状況を把握していくことが大前提になる。 

なお、このことは、毎時間、すべての子どもの学習状況を詳細に把握するということではない。 

 

■道徳的価値の理解について登場人物に自我関与して道徳的価値について考えている。 

■対話的な学びを通して道徳的価値の理解を深めている。 

■自己を見つめることについて現在の自分自身を振り返り自らの行動や考えを見直して

いる 

■自己を見つめた上で、道徳的価値についての思いや課題を培っている 

■多面的・多角的に考えることについて道徳的価値を様々な側面から考察したり、関連

する道徳的価値に考えを広げたりする様子が見られる 

 
道徳性に係る成長の様子の把握 

具体的には、 

■ 一人一人の子どもが道徳的価値の理解に関してどのような成長が見られるのか、 

■ 自己を見つめることに関してどのような成長が見られるのか 

■ 物事を多面的・多角的に考えることに関してどのような成長が見られるのか、 

■ 自己の生き方についての考えを深めることに関してどのような成長が見られるのかということ 

 



13 

 

３ 道徳科における評価の留意事項 

■ 数値による評価ではなく，記述式で あること。 

■ 他の子どもとの比較による相対評価ではなく，子どもがいかに成長したかを積極的に受け止め，励ます

個人内評価として行うこと。 

■ 他の子どもと比較して優劣を決めるような評価はなじまないことに留意する必要があること。 

→ 学習指導過程における指導と評価を一体的に捉えることが重要 

→ 学習指導過程の評価には具体的な観点が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確かな指導観を基に，明確な意図をもって指導や指導方法の計画を立て，学習指導過程で期待す

る児童の学習を具体的な姿で表したものが観点となる。 
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■ 子どもたちが個々の道徳的価値についてどのような学びをしたかを詳細に分析して把握するこ

とよりも、よりよく生きることにつながる学びを鳥瞰することが大切である。 

● 「木を見て森を見ず」ということにならないように留意する。 

● 毎時間の授業で、全ての子どもの学習状況を綿密に把握するということは困難であるが、授業者

が明確な指導観に基づいて行うべき学習を明らかにすることで、そのことが評価の視点となる。 

● その視点で子どもの学習状況をみることで顕著な発言やつぶやき、活動などを把握することは

できる。 

● 顕著な姿が見られた子どもについてはそのことを学習状況として記述することができる。 

● 顕著な姿を見ることができなかった子どもについては、次の授業で生き生きとした学びができ

るように手立てを講ずる。 

■ 発達障害等の子どもについての配慮すべき観点等を学校や教員間で共有すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のような記述は適当でしょう

か？ 

 

 

 

 

道徳科の評価はルーチン

ではないですね！教育指

導です！ 

● 子どもが人間としてよりよく生きたい 

と思う記述を！ 

● 自分のよさをより一層伸ばしたい 

と思えるような記述を！ 

● 自分のことをじっくりと見つめたくなる 

ような記述を！ 
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考え、議論する道徳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考え、議論する道徳授業の構想 

読み物資料の心情理解に終始する授業 

●気持ちの変化を捉える 

●人物の気持ちに共感させる 

自分との関わりで道徳的価値を考える授業 

○自分自身を見つめる 
○人物に共感し自分との関わりで気持ちを想像する 

読み物道徳 考える道徳 

望ましいと思われること、決まりきっ
たことを言わせたり、書かせたりする
授業 
●何が大切か 

●どうすることが望ましいのか 

自分との関わりで多面的、多角的に考える
授業 

○どのようわけで大切なのか 
○どうすることが考えられるか 

押しつけ道徳 考える道徳 

考える 
主体的に 
自分との関わりで 

多様な考え方、 
感じ方と出合い 
交流する 

自分の考え方、感じ方を

明確にする 

  
主体的に 自分との 

関わりで 

子供が 

■ 自らを振り返って成長を実感できるよう

に工夫する 

■ これからの課題や目標を見付けたりする

ことができるよう工夫する 

道徳性を養うことの意義について，子供自らが考え，理解し，主体的に学習に

取り組むことができるようにする 

 

主体的な学び 

対話的な学び 

自分の考え方、感じ方を

より明確にする 

深い学び 
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その上で、自分との関わりで考えられる授業を構想し、実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道徳科授業マネジメント

これまでの子供のねらいとする道徳的価値に関わる学びとその結果を明確にする 

「明確な指導観」をもつとは‥ ：主題設定

の理由 

 １ ねらいとする道徳的価値（内容項目）について、 
学習指導要領に基づき、明確な考えをもつ。 

２ 授業者の明確な価値観を基づくこれまでの指導と子供の
学び、よさや課題を明確にし、本時の方向性を示す。 

３ 授業者の明確な価値観、本時の方向性を基に、教材の活
用の仕方を明らかにする。 

価値観 

教材観 

児童生徒観 
指
導
観 

 

 


